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敷地：宮城県大崎市鹿島台広長　鹿島台神社近く

稲の収穫

地元農家生産の米の消費

藁縄

藁ブロック

地域住民と、一戸の住宅
をつくる。

面積表
1階床面積　83.5 ㎡
2 階床面積　13.76 ㎡
延べ床面積　97.26 ㎡
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畑で取れた野菜も一緒に

余った藁で何を作ろう。

建物ダイアグラム

今日はこれをつくろう

アトリエからDK方向を見る。

通風の機能と藁の腐敗を
確認できる窓

０ １ ３ ６ 10(m)配置図兼平面図　Ｓ＝１：150

「つなぎ、ツムギ、またつなぐ。」

地域循環

壁断面

　私たちは、人と人、人と杉・竹・植栽などの生態のつながりが暮らしの中で
感じ取れる住宅を考える。住宅が完成された後から達成される循環ではなく、
住宅資材の調達から始まる、人との「つながり」、集めた資材を使って「ツムグ」
住宅、その住宅で再び「つながる」人や生態。それらによって「ツムガレ」て
いく暮らしが住宅から染み出すことで、達成される地域循環をつくりだす。こ
の住宅は、視覚的に自然と関わるという表面的な触れ合いではなく、手で触れ、
質感やにおいなど、暮らしの中で直接的に触れる体験ができる住宅でありたい。

設定敷地は、鹿島台の「森を形作る杉林と町」
を構成する住宅街のエッジに位置する。

杉林の広がり
住宅の広がり

地域資源：田畑の広がり
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藁を紡ぐツムギスペースリビングから中庭を覗く

食で繋がる中庭木で繋がるアトリエ


